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2020 年石城山岳会５月、６月座学      ５.13、６.10   担当：秋葉 

支点のつくり方、確保、懸垂下降・仮固定        

１ 自然の物の利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人工物支点の使用（流動分散） 
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３ 流動分散から固定分散を作る 

 

 

  

＊ノーマルカラビナの場合  

は 2 個を反対向きに 

＊環付カラビナの場合は１ 

個で良い 

              

４ 練習問題 
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５ ハーネスの正しい付け方 

６、確 保  １）確保器のセット 

 

＊確保器を落とさない手順 
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２）確保の方法          

①トップロープでの確保 

➁リード・フォロー時の確保 

＊皮手袋着用 

 

７、確保器での懸垂下降 

 １）懸垂下降の手順 ①下降支点の設置 ⇒ ➁スリングのセット    

⇒ ③ロープの連結（ダブルの場合）⇒ ④ロープの投下 ⇒ ⑤下降器のセット 

⇒ ⑥ロープ末端の確認 

２）確保器のセット              ３）途中固定 

＊通常は 6-１であるが、ロープが細くなっているので他の方法も覚えておくこと 
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８、8 環での懸垂下降 

 １）８環のセット 

 

  ＊８環を落とさない 

 

 

 ２）誤ったセット方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）途中固定 

＊固定できること。スムーズに固定を外せること。 

 

A 足がつく時でないとできない 

 ９ｍｍの柔らかいロープだと止まらない場合がある。 

 

B ダブルにすると止まるが空中では出来ない。止まっても固定するとき 

に滑る。 

 

C カラビナの抵抗で少しは楽。 

 

D 空中でも可能 

 

E 別のカラビナを使う。 

F 上のダブルロープの間に入れ  

るだけで固定できる。念のため 

にオーバーハンドノットで結ぶ。 
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＊小さな輪にロープが入らな 

い場合もある 

 

 

 

 

 

参考資料「全図解クライミングテクニック」 「新全図解クライミングテクニック」「ロープレスキュー技術」 

   「山と渓谷・2018 年 3 月号」        


